
１．年次報告　処分実績などの　委託先の印字を出す方法1-1. 直行、積替、建設のマニフェストの詳細入力画面各マニフェストの詳細ボタンを押して、詳細入力画面を表示させる。直行用マニフェストの詳細ボタンの位置
　　
積替用マニフェストの詳細ボタンの位置

建設系マニフェストの詳細ボタンの位置



２．マニフェスト詳細入力画面

複数入力された産業廃棄物の種類ごとの数量や処分方法等を入力する複数の産業廃棄物の種類が入力された場合や、処理後の２次廃棄物の出庫先毎の入力を行いそれらの2次処分先での処分方法を入力する。有価物の確認もここで行う。入力された内容において行政報告を作成する。　（未入力でも行政報告は作成可能）　※１入力された2次の排出先情報で二次マニフェストひも付け時に抽出条件を付加できます詳細入力項目種類名 処分を受けた産業廃棄物の種類名称数量 種類毎の数量処分方法 種類毎の処分方法有価区分 種類毎に有価物であるかを判断する2次処分受託者処分後残渣を委託する先の処分受託者2次処分事業場処分後残渣を委託する先の処分場2次種類名 委託先での種類名2次処分方法 委託先での処分方法処分後量発生係数処分を受けた産業廃棄物が処分後量の縮減係数※※※※赤文字赤文字赤文字赤文字、、、、赤枠部分赤枠部分赤枠部分赤枠部分がががが年次報告年次報告年次報告年次報告のののの委託先委託先委託先委託先のののの内容内容内容内容としてとしてとしてとして印刷印刷印刷印刷されるのでされるのでされるのでされるので入力入力入力入力してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。



３． 確認用マニフェスト詳細一覧入力マニフェスト入力において行政への報告をする際に処分方法や中間処理業者における2次残渣を処分する処分業者や処分方法並びにその時の残渣量の量を設定します　　 通常は、マニフェスト入力画面の詳細ボタンを押下後現れる詳細入力画面を利用しますが大量のデータを入力した後に設定されていないデータなどの一覧表示を行い未入力データを簡単に設定出来るように本プログラムを用意しました。3-1　一箇所でしか運用できません　　　　　　　 本プログラムは単体のみでの起動しか出来ません。 本プログラムを起動後は、他のパソコンでマニフェストを登録したり変更したり することは出来ません 起動時は、以下のメッセージが出ますので、はい　をクリックして次に進んでください 
3-2　確認用マニフェスト詳細一覧入力画面が表示されます

青地青地青地青地にににに白抜白抜白抜白抜きのきのきのきの項目項目項目項目はははは、、、、マニフェストマニフェストマニフェストマニフェスト自体自体自体自体のののの情報情報情報情報をををを表表表表しししし、、、、緑色緑色緑色緑色にににに白抜白抜白抜白抜きのきのきのきの項目項目項目項目はははは詳細部分詳細部分詳細部分詳細部分のののの情報情報情報情報をををを表表表表していますしていますしていますしています。。。。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　抽出条件指定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一覧表示編集領域



3-3　抽出条件指定 無指定の場合は全てのデータが抽出されます　　　　（１）　マニフェスト自体の抽出条件指定青地に白抜きの文字列で記載されています管理票種別 直行　積替　建設　でチェックを入れ指定する電子 紙　電子　その他電子　のいずれかを選定する交付日 交付日付の範囲指定が検索対象廃棄物種類 以下の廃棄物の名称を探すために選定をする。廃棄物名称 廃棄物の名称で検索対象管理票処理区分 処理区分を指定する管理票処分方法 処分方法を指定する交付者種別 一次二次交付事業者、一次交付事業者、二次交付事業者から選定する排出事業者 排出事業者を指定する排出事業場 排出事業場を指定する処分受託者 処分受託者を指定する処分場 処分場を指定する最終処分行った者 最終処分を行なった者を指定する最終処分行った場 最終処分を行なった場を指定する自社区分排出事業者 排出事業者の自社他社区分を指定する処分受託者 処分受託者の自社他社区分を指定する最終処分行った者 最終処分行った者の自社他社区分を指定する　　　　（２）　マニフェストの詳細部分の抽出条件指定緑地に白抜きの文字列で記載されています特管区分 普通産業廃棄物か特別管理産業廃棄物かを選定する有価物 有価物を指定する１次廃棄物種類 １次廃棄物種類を指定する１次廃棄物名称 １次廃棄物名称を指定する１次処理区分 １次処理区分を指定する１次処分方法 １次処分方法を指定する２次廃棄物種類 ２次廃棄物種類を指定する２次廃棄物名称 ２次廃棄物名称を指定する２次処理区分 ２次処理区分を指定する２次処分方法 ２次処分方法を指定する２次処分受託者 ２次処分受託者を指定する２次処分場 ２次処分場を指定する　　　　（３）　検索ボタンを押下し指定された条件でマニフェスト自体と詳細データを 詳細データを基準に一覧表示をします 複数の廃棄物を一枚のマニフェスト自体に登録をしている場合登録されている 複数の詳細データ分一覧表示をします　　　　（４）　表示後の検索後編集補助機能 全体 全体 全体 全体コピーコピーコピーコピー機能機能機能機能 詳細項目に対しマニフェスト自体の情報をコピーする。 ４種類の項目について現在表示されている詳細行へ一斉にコピーをします 先頭行 先頭行 先頭行 先頭行コピーコピーコピーコピー機能機能機能機能 現在表示されている詳細一覧の先頭行へ２次処分受託者などのデータを 設定後本機能を使用することで現在表示されている詳細行へ一斉にコピーをします



3-4　保存（F11)をする保存をクリックするか　F11　ファンクションキーを押下することで表示されているデータは保存され年次報告書の印刷時に印字されます3-5　使用例　　　2010/09/01～30、廃プラスチックを処分した後の　詳細入力詳細入力詳細入力詳細入力のののの２２２２次関連次関連次関連次関連をををを一括入力一括入力一括入力一括入力する場合※　その他の場合も同様ですのでこのサンプルを参考にして自社の中間処理後の　　 次の工程を受け入れる廃棄物の種類や名称毎に決定してください交付日　2010/09/01～30を選定し1次廃棄物種類　廃プラスチック　選定検索を押下することで以下の様に検索が実行されます



第一行目に　2次処分受託者　処分場　2次詳細廃棄物種類　名称　処分後量発生係数をセットする先頭行コピーをする前にコピーする項目（2次処分場～処分後量係数）を選定する先頭行コピーを押下すと、第一行目で入力をしたデータを二行目以降全部のデータにコピーされる（注意：この時点ではまだマニフェストデータは変更保存されていない）保存（Ｆ１１）をする。　変更した詳細データに書き込まれます。
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４．ひも付けセットを利用ひも付けセット（2011年7月以降のバージョン）では、一次マニフェストの詳細入力の二次項目に連動させる機能が追加されております。バージョンが古い場合は、最新版にバージョンアップしてください。4-1．　設定メインメニュー　→　ツール　→　ひも付け管理設定を選択
ひも付け結果　追加　で、「２次マニフェスト情報を１次マニフェスト詳細に書込む」を選択設定以降、ひも付け保存すると、一次マニフェストの詳細入力の二次項目に二次マニフェストの情報が保存されるようになります。＜過去保存されたひも付けに関して＞自動では一次マニフェストの詳細の二次項目に書き込まれないので、ひも付け入力画面で、過去のひも付け済のものを呼び出し、保存しなおしてください。


